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NY マーケットレポート（2017 年 9 月 25 日） 

 

NY 市場では、米国の主要な経済指標の発表もなく、新規材料に乏しい中、ドル円・クロス円は欧州市場の流れを引き継ぎ、序盤から小

動きの展開が続いた。その後、北朝鮮の李外相がトランプ米大統領の最近の発言に対して「明白な宣戦布告だ」とし、「北朝鮮には米戦

略爆撃機を撃墜する権利がある」と述べたとの報道を受けて、米国と北朝鮮の緊張の高まりが懸念され、リスク回避の動きが強まり、ド

ル円・クロス円は軟調な動きとなった。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

8 月シカゴ連銀全米活動指数 -0.31（予想 -0.25・前回 0.03） 

前回発表の-0.01 から 0.03 に修正 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

 

21：35 

≪ 要人発言 ≫ 

ダドリー・NY 連銀総裁 

 

・「インフレ率は上昇し、目標の 2％近辺で安定するだろう」 

・「FOMC、政策緩和の段階的解除を継続」 

 

 

22：10 

≪ 要人発言 ≫ 

ドラギ ECB 総裁 

 

・「欧州の景気回復、金融緩和の波及が支えている」 

・「極めて大規模な金融緩和が必要」 

・「為替レートの変動は不透明性の源」 

 

 

 

22：15 

≪ 要人発言 ≫ 

ダドリー・NY 連銀総裁 

 

・「次回景気後退期までにＦＦ金利は今よりも高水準に」 

・「FOMC は次回景気後退に対応する余力を有する」 
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23：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

9 月ダラス連銀製造業活動指数 21.3（予想 11.5・前回 17.0） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

23：55 

≪ 要人発言 ≫ 

李容浩・北朝鮮外相 

 

・「トランプ氏の発言は宣戦布告に相当する」 

・「国連加盟国は米国が宣戦布告したことに留意するべきだ」 

・「国連憲章は自衛の権利を加盟国に与えている」 

・「北朝鮮には米戦略爆撃機を撃墜する権利がある」 

 

 

出所：Net Dania 
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ECB 公的部門購入プログラム 

           9 月 22 日・・9月 15・・9月 8日・・9月 1日・・8月 25 日  

公的部門・・・・・・・17429.7・・17310.3・・17200.2・・17070.6・・16981.2 

資産担保証券 ABS・・・・242.7・・・245.9・・・246.0・・・244.6・・・244.5 

カバード債・・・・・・ 2307.6・・ 2299.8・・ 2289.5・・ 2280.2・・ 2277.1 

（億ユーロ） 

 

 

 

1：40 

≪ 要人発言 ≫ 

エバンス・シカゴ連銀総裁 

 

・「追加利上げにはインフレ上昇の明確な兆候が必要」 

・「インフレが大幅に高進するリスクは見当たらない」 

・「インフレ期待が低過ぎることを懸念」 

 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。ドイツ連邦議会総選挙でメルケル首相の 4 選が確実となったが、連立交渉が難航するとの

見方で積極的な買いが見送られた。独 DAX 指数は小幅高となったが、英 FT100 指数は小幅安となった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 1.56 ドル高の 1バレル＝52.22 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、OPEC 加盟国と非加盟国による原油の協調減産の効果が表れ始め、世界の需給バランスが改善に向かうとの期待感から買いが

膨らんだ。トルコのエルドアン大統領が、独立住民投票を強行したイラク北部クルド自治政府が原油輸出に利用しているトルコ国内の

パイプラインを遮断する可能性に言及したことも、上げ要因となった。終値ベースでは、4月中旬以来約 5ヵ月ぶりの高値となった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、11 月に発売されるスマートフォンの高級機種の需要が市場予想よりも少なくなるとの見方が強まり、電子機器大手の株

価が下落したことなどが影響し、主要株価は序盤から売りが先行した。その後は売り買いが交錯する展開となったものの、北朝鮮外相

がトランプ米大統領の最近の発言に対して宣戦布告と主張したことを受けて、リスク回避の動きが強まり、主要株価は下げ幅を拡大す

る動きとなった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米国の主要な経済指標の発表もなく、新規材料に乏しい中、ドル円・クロス円は序盤から小動きの展開となった。そ

の後、北朝鮮の外相がトランプ米大統領の最近の発言に対して宣戦布告だと述べたとの報道を受けて、北朝鮮情勢の緊張が高まり、リ

スク回避の動きが強まり、ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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